
12 月定例会・臨時会報告
議員７名が一般質問
　①上地議員　熊の出没対策について　ほか
　②後藤議員　大空町の農業農村整備事業について
　③大泉議員　女満別・東藻琴地区市街共同墓地の管理
　　　　　　　及び合同納骨塚について
　④福田議員　大空町の障がい者福祉の現状と特別支援
　　　　　　　学級の取組方針について
　⑤川村議員　観光と環境の両立について
　⑥鈴木議員　住民自治を支える施策の充実について ほか
　⑦岩原議員　大空町女満別研修会館建設計画について ほか
視察調査報告
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　２月４日に道の駅冬
まつりが開催され、ス
ポーツ縁日、ファット
バイクでスノーサイク
リング、そりすべりパ
ン食い競争などたくさ
んの方が冬のイベント
を楽しみました。
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議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

３月定例会は、

３月６日（水）から
開かれる予定です。

大空町議会
YouTube

12月定例会12月定例会
令和5年令和5年

12月14日～15日12月14日～15日

　大空町議会 12 月定例会は、指定管理者の指定、　令和５年
度一般会計などの補正予算議案、条例改正議案などを審議し
ました。

　大空町議会 12 月定例会は、指定管理者の指定、　令和５年
度一般会計などの補正予算議案、条例改正議案などを審議し
ました。

令和５年度一般会計予算は
2億6,022万円を追加補正し、
総額97億5,026万円に

大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点
施
設
増
築
工
事

な
ど
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
可
決

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

�

三
條
議
員　

問
　
　
　
畑
地
化
促
進
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
水
田
を
畑
地
化
し
て

畑
作
物
の
本
作
化
に

取
り
組
む
農
家
に
対
し
て
、

円
滑
な
移
行
を
促
進
し
、
畑

作
物
の
需
要
に
応
じ
た
生
産

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
で
す
。

大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業

�

三
條
議
員　

問
　
　
　
増
築
工
事
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
経
過
に

つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
大
空
高
校
交
流
拠
点

施
設
は
、
令
和
５
年

４
月
か
ら
供
用
開
始
し
、
寮

の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
定
員
40
名
に
対
し
、

38
名
が
入
寮
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
状

況
か
ら
、
今
後
の
入
寮
生
の

見
込
み
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

26
名
程
度
と
な
り
、
現
在
定

員
に
対
し
て
２
名
の
空
き
、

３
月
で
卒
業
す
る
３
年
生
８

名
分
を
加
え
て
も
、
10
名
分

し
か
居
室
が
確
保
で
き
な
い

た
め
、
新
年
度
に
16
名
程
度

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
女
満
別
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
お
い
て
、
施
設
利
用
者

が
自
家
用
車
を
駐
車
し
た
際

に
排
水
溝
の
金
属
格
子
を
跳

ね
上
げ
て
し
ま
い
、
車
両
の

フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
を
破
損

す
る
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

地
盤
の
隆
起
に
よ
る
不
陸
が

原
因
で
あ
り
、
再
発
防
止
の

た
め
に
、
水
溝
の
金
属
格
子

を
撤
去
し
、
排
水
溝
を
埋
め

る
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

�

後
藤
議
員　

問
　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
修
繕
料

の
台
数
、
原
因
に
つ

い
て
伺
う
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
自
宅

へ
の
持
ち
帰
り
な
ど

使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
故
障
が
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。
令
和
５
年
度
は
15

台
、
57
万
円
の
修
理
負
担
を

し
て
お
り
、
当
初
の
想
定
よ

り
故
障
す
る
台
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

居
室
が
不
足
す
る
状
況
で
す
。

　
大
空
高
校
の
注
目
度
の
高

さ
か
ら
、
今
後
も
道
内
外
か

ら
の
入
寮
生
が
増
え
る
こ
と

は
続
く
と
考
え
て
お
り
、
交

流
拠
点
施
設
を
増
築
す
べ
き

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
１
学
年
40
名
の
う
ち
５
割

を
町
外
と
し
て
お
り
各
学
年

20
名
。
地
域
み
ら
い
留
学
３

６
５
に
お
い
て
、
４
人
受
け

入
れ
す
る
こ
と
か
ら
、
24
名

分
の
居
室
を
確
保
し
、
交
流

拠
点
施
設
の
定
員
を
64
名
と

し
ま
す
。

　
早
期
に
完
成
さ
せ
る
た
め
、

設
計
と
施
工
を
一
括
で
発
注

し
、
年
度
内
に
設
計
と
建
築

確
認
申
請
ま
で
を
終
わ
ら
せ

て
、
４
月
着
工
、
８
月
完
了

見
込
み
で
す
。

　
完
成
ま
で
の
間
、
入
寮
生

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
大
空

町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対

象
を
高
校
生
世
代
ま
で
拡
大

す
る
条
例
な
ど
６
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
２
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

大
空
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
管
理
費

�

鈴
木
議
員　

問
　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
排
水
溝
工

事
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

規
約
の
変
更

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委

員
会
の
代
表
を
オ
ホ
ー
ツ
ク

町
村
会
長
の
興
部
町
長
に
変

更
す
る
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
現

金
の
出
納
状
況
お
よ
び
基
金

の
状
況
に
つ
い
て
、
検
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
民
間
と
国
家
公
務
員
の
給

与
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
．

１
月
分
引
き
上
げ
る
人
事
院

勧
告
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
大
空
町
議
会
議
員

の
報
酬
、
大
空
町
特
別
職
の

給
与
、
大
空
町
職
員
の
給
与
、

大
空
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
係
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
灯
油
の
価
格

高
騰
を
踏
ま
え
た
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
す
る
冬
季

生
活
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

職員給与費、冬季生活支援事業などに
2,572 万円を追加補正
11月 27日に開催した令和５年第２回臨時会では、条例改正議案、
補正予算議案などを審議し、可決しました。

11
月
臨
時
会

工
事
請
負
契
約

　
大
空
高
等
学
校
交
流
拠
点

施
設
増
築
工
事
の
契
約
締
結

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
１
世
帯
当
た

り
１
万
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
給
付

業
務
委
託
料
、
能
登
半
島
地

震
災
害
義
援
金
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

クーポン券給付業務委託料、能登半島地震
災害義援金などに 3,734 万円を追加補正
１月19日に開催した令和６年第１回臨時会では、工事請負契約の
締結、条例改正、補正予算などを審議し、可決しました。

１
月
臨
時
会

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間

大空町図書館 （一財）
大空町青少年育成協会

令和６年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

大空町Ｂ＆Ｇ海洋センター （一財）
大空町青少年育成協会

令和６年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

女満別地域振興会館 大空町商工会 令和６年４月１日から
令和９年３月３１日まで

東藻琴芝桜公園 ㈱東藻琴芝桜公園管理公社 令和６年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

ひがしもこと乳酪館 （一財）
めまんべつ産業開発公社

令和６年４月１日から
令和１１年３月３１日まで

クーポン券「そらポン」 
有効期限は３月 31 日まで

補正予算（歳出）の主な内訳
事　業　名 補　正　額

物価高騰対応重点支援給付金 5,460万円
障害者介護・訓練等給付費 8,204万円
畑地化促進事業補助金 4,441万円
持続的畑作生産体系確立緊急支援事業補助金 3,758万円
認定こども園施設型給付費 1,184万円
病害虫対策洗浄施設整備事業負担金 690万円
大空高等学校交流拠点施設増築工事 572万円

冬季生活支援商品券

YouTubeのQRコードはこちらYouTube
QRコード

YouTube
QRコード

見本見本

見本見本

23 大空町議会だより　第71号（令和６年２月）大空町議会だより　第71号（令和６年２月）



我が町政を問う

問
　
　
　
北
海
道
の
ヒ
グ
マ
対

策
に
つ
い
て
は
、
春

グ
マ
駆
除
廃
止
後
は
保
護
に

重
心
を
置
い
た
政
策
を
実
施

し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
個

体
数
は
増
加
し
、
人
へ
の
警

戒
心
が
希
薄
な
ヒ
グ
マ
が
都

市
部
や
そ
の
周
辺
地
域
な
ど

で
頻
繁
に
人
の
生
活
域
へ
出

没
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
被
害
状
況
、
目

撃
数
、
出
没
件
数
、
捕
獲
頭

数
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
狩

猟
者
の
減
少
と
高
齢
化
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
町
の

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長

　
　
　
通
報
が
あ
り
ま
す
と
、

熊
の
出
没
情
報
を
熊

メ
ー
ル
の
登
録
者
に
送
信
、

ソ
ラ
ナ
ビ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
や

学
校
関
係
者
へ
フ
ァ
ク
ス
に

よ
っ
て
速
や
か
に
町
民
に
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

目
撃
現
場
付
近
に
ク
マ
が
い

る
場
合
に
は
猟
友
会
に
ヒ
グ

マ
の
駆
除
を
要
請
し
、
被
害

発
生
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

農
作
物
被
害
に
つ
き
ま
し
て

は
、
エ
ゾ
シ
カ
と
ヒ
グ
マ
の

合
算
し
た
数
字
に
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
被
害
金
額
は

３
，
８
９
５
万
円
、
令
和
４

年
度
の
被
害
金
額
は
４
，
２

２
４
万
円
と
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
。
ヒ
グ
マ
の
目

撃
件
数
は
、
令
和
３
年
度
で

12
件
、
令
和
４
年
度
17
件
、

令
和
５
年
度
11
月
末
で
13
件

で
す
。
出
没
件
数
は
、
令
和

３
年
度
で
33
件
、
令
和
４
年

度
、
51
件
、
令
和
５
年
度
11

月
末
で
30
件
で
す
。
捕
獲
頭

数
は
令
和
３
年
度
１
頭
、
令

和
４
年
度
４
頭
、
令
和
５
年

度
11
月
末
で
２
頭
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
令
和
３
年
度
の
狩

猟
者
は
35
名
で
平
均
年
齢
は

５
５
．
３
歳
、
令
和
４
年
度

は
32
名
で
５
４
．
７
歳
、
令

和
５
年
度
は
33
名
で
５
５
．

７
歳
、
平
均
年
齢
は
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
ヒ
グ
マ
対
応
に
従
事
し

て
い
る
狩
猟
者
の
実
人
数
及

び
平
均
年
齢
は
、
令
和
３
年

度
６
名
で
６
５
．
６
歳
、
令

和
４
年
度
10
名
で
５
８
．
３

歳
、
令
和
５
年
度
12
名
で
５

４
．
６
歳
と
実
人
数
は
増
加
、

平
均
年
齢
は
低
下
の
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
に

よ
る
熟
練
し
た
狩
猟
者
の
引

退
は
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は

鳥
獣
被
害
対
策
の
た
め
に
、

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
が

毎
年
１
名
か
ら
２
名
ほ
ど
新

規
に
有
害
鳥
獣
駆
除
従
事
者

と
し
て
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
今
後
市
街
地
周
辺
に

出
て
ニ
ュ
ー
ス
や
動

画
で
取
り
上
げ
ら
れ
駆
除
し

た
場
合
に
は
、
心
無
い
誹
謗

中
傷
が
寄
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
捕
獲
促
進
事
業
に

道
は
１
，
５
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て

は
春
季
捕
獲
を
行
う
考
え
は

あ
る
の
か
。

町
長

　
　
　
駆
除
の
情
報
は
こ
れ

か
ら
も
出
す
考
え
は

持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ニ

ュ
ー
ス
と
か
動
画
等
で
拡
散

さ
れ
た
と
き
に
、
町
あ
る
い

は
猟
友
会
に
非
難
が
出
て
来

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
北
海
道
は
補
助
等

を
出
し
て
市
町
村
に
呼
び
か

け
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
町
と
し
て
も
春

季
捕
獲
事
業
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
知
床
半
島
ヒ
グ
マ
管

理
計
画
で
、
市
街
地

域
、
集
落
、
郡
部
を
ゾ
ー
ニ

ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被

害
防
止
に
役
立
て
て
い
る
の

で
、
町
も
知
床
財
団
と
協
力

し
生
息
調
査
と
か
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
手

法
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
市
街
地
に
出
た
場

合
に
鳥
獣
保
護
管
理
法
で
警

察
官
が
職
務
執
行
法
第
４
条

で
許
可
し
た
場
合
と
、
刑
法

上
の
緊
急
避
難
し
か
発
砲
で

き
な
い
た
め
、
警

察
と
も
連
携
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

　
出
動
報
酬
１
人

９
，
０
０
０
円
、

１
頭
駆
除
１
万
円

も
、
自
治
体
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
る

の
で
、
正
当
な
対

価
と
い
う
も
の
を

見
直
す
時
期
に
入

っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

春
期
捕
獲
を
行
う
考
え
は
あ
る
か

町
長
▼
猟
友
会
と
連
携
し
、
実
施
し
た
い

問
　
　
　
全
国
的
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
介
護
事
業
所
の
倒
産
や
廃

業
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
所
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

を
恐
れ
た
利
用
控
え
や
感
染

症
対
策
へ
の
コ
ス
ト
増
、
光

熱
水
費
や
燃
料
費
、
物
価
な

ど
の
高
騰
、
人
件
費
の
上
昇
、

人
材
不
足
等
に
よ
り
、
経
営

難
に
陥
っ
て
い
る
事
業
所
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

要
支
援
、
要
介
護
者
数
と
今

後
の
推
移
に
つ
い
て
、
町
内

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
所

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
介

護
人
材
の
確
保
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
町
の
現
状
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
内
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
状
況

で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
両
福
祉
会
が
実

施
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
両
地
区
で
各
60
床
ず
つ

の
１
２
０
床
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
は
、
女
満
別

地
区
９
床
の
み
の
稼
働
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

状
況
で
す
が
、
両
福
祉
会
が

実
施
す
る
訪
問
介
護
、
通
所

介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護

事
業
、
女
満
別
中
央
病
院
で

実
施
す
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
が

あ
り
ま
す
。
訪
問
看
護
や
福

祉
用
具
、
老
人
保
健
サ
ー
ビ

ス
は
近
隣
市
町
の
事
業
所
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
距
離
的

な
こ
と
も
あ
り
希
望
ど
お
り

に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
て

い
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　
要
支
援
認
定
者
の
サ
ー
ビ

ス
調
整
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
要
介
護
認
定
者
の

サ
ー
ビ
ス
調
整
を
す
る
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
は
３
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
認

定
者
の
増
加
に
よ
り
ケ
ア
マ

ネ
不
足
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、

今
後
は
、
後
期
高
齢
者
人
口

の
増
加
等
に
伴
い
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
希
望
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
も
の
と
推
察
し
て

い
ま
す
。

　
各
事
業
所
の
経
営
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
症
対

策
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

減
少
、
必
要
経
費
、
物
価
高

騰
等
の
影
響
で
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
町
と
し
て
も
感
染

対
策
に
係
る
費
用
や
物
価
高

騰
等
に
対
す
る
費
用
に
対
し
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
一
部
支
援
を
し
て
き
た

熊の出没対策について

上
うえ

地
ち

 史
ふみ

隆
たか

 議員

直木賞を受賞した小説
「ともぐい」にも熊が登
場します。大空町史にも
当時の住民と熊との戦い
について記載があります
ので、皆様も機会があれ
ば目を通してみてはどう
でしょうか !?

介護保険サービスの現状について
介護難民を出さないためには
町長▶福祉事業所と緊密に連携し、支援を検討したい

一 般 質 問

町
長

　
　
　
知
床
財
団
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
街
地
に
出
没
し
た
と
き
に

は
、
警
察
、
猟
友
会
、
町
で

共
同
し
て
町
民
の
生
命
等
を

熊
か
ら
守
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
出
動
報
酬
に
つ
き
ま
し
て

は
各
市
町
村
で
、
出
動
手
当

や
捕
獲
手
当
、
銃
弾
、
資
機

材
費
の
支
援
と
い
う
の
は
、

個
々
の
自
治
体
で
持
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
猟
友
会
と
協
議
し
な
が

ら
適
正
な
報
酬
等
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
が
、
十
分
な
も

の
と
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
仕
組
み
づ
く
り
や
支
援
の

方
法
等
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
介
護
人
材
不
足
の

た
め
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
縮

小
や
休
止
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

町
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
廃

止
や
休
止
、
通
所
介
護
に
お

い
て
は
、
利
用
時
間
の
短
縮

を
図
っ
て
従
事
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
維

持
に
努
め
て
い
る
状
況
で
す
。

町
と
し
て
も
事
業
所
に
対
し

て
対
象
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
医
療
介
護
従
事
者
等
確

保
事
業
を
事
業

と
し
て
制
度
を

見
直
し
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
外

国
人
を
含
め
５

人
の
就
業
支
援

に
結
び
つ
い
て

お
り
、
今
後
も

３
人
の
就
業
が

見
込
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
要
支
援
、
要
介
護
者

認
定
者
数
は
、
今
年

度
10
月
末
現
在
４
５
８
名
で
、

今
後
の
高
齢
者
人
口
や
要
支

援
、
要
介
護
認
定
者
数
の
推

計
で
す
が
、
要
支
援
、
要
介

護
認
定
者
数
の
ピ
ー
ク
は
２

０
４
０
年
に
５
３
０
人
と
な

る
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
訪
問
介
護
で
す
が
、

町
外
通
院
の
付
き
添

い
が
東
藻
琴
の
場
合
は
難
し

く
、
女
満
別
に
お
い
て
も
身

体
介
護
の
回
数
が
取
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
市

町
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
移
動

時
間
は
介
護
報
酬
に
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
通
所
リ
ハ
ビ

👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で
きます。（17 分 40 秒から）

畑に出没した熊

リ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
予
約

し
空
き
を
待
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
感
染
症
、
体
調
不
良
と
か

で
利
用
さ
れ
な
い
時
は
報
酬

も
入
り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
変

苦
し
い
経
営
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
は
介
護
報
酬

の
改
定
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
緊
密
に
連
携
し
出
来

る
限
り
の
支
援
を
し
て
欲
し

い
。

町
長

　
　
　
大
変
厳
し
い
状
況
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国
は
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
指
摘
さ
れ
た
介

護
難
民
が
出
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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我が町政を問う

問
　
　
　
今
後
も
持
続
的
に
農

業
が
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
農
地
を
計
画
的

に
整
備
す
る
こ
と
や
農
業
用

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
整
備

や
維
持
補
修
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
国
営
、
道
営
、
団
体

営
の
各
事
業
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
参
事

　
　
　
国
営
事
業
は
、
国
営

か
ん
が
い
排
水
事
業

で
網
走
川
中
央
地
区
（
西
幹

線
配
水
路
の
整
備
）・
網
走

豊
住
地
区
（
豊
住
排
水
機
場

の
整
備
）
。
道
営
事
業
は
、

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事

業
で
女
満
別
南
部
地
区
（
大

東
、
大
成
、
中
央
、
巴
沢
地

区
の
一
部
）・
東
部
高
台
地

区
（
開
陽
、
日
進
、
朝
日
、

巴
沢
地
区
の
一
部
）、
農
業

競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

で
本
郷
２
地
区
・
豊
住
１
地

区
（
豊
里
、
住
吉
）・
豊
住

２
地
区
（
豊
里
）
の
５
地
区

で
す
。

　
道
営
事
業
の
実
施
地
区
は
、

女
満
別
地
域
で
５
地
区
、
東

藻
琴
地
域
で
は
現
在
実
施
し

て
い
る
地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
団
体
事
業
（
市
町
村
農
協

土
地
改
良
区
等
が
実
施
事
業

主
体
）
は
、
農
業
長
寿
命
化

防
災
減
災
事
業
古
梅
第
３
地

区
（
古
梅
ダ
ム
の
老
朽
化
施

設
の
更
新
等
）・
女
満
別
第

一
河
川
地
区
、
女
満
別
第
２

幹
線
地
区
、
報
徳
第
２
幹
線

地
区
、
田
中
幹
線
地
区
（
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
）

・
美
女
地
区
（
本
郷
排
水
機

場
の
電
力
機
ポ
ン
プ
の
分
解

整
備
）、
大
成
地
区
（
大
成

第
４
地
区
の
排
水
路
の
整

備
）
で
す
。

　
ま
た
、
国
営
事
業
で
整
備

さ
れ
た
基
幹
水
利
施
設
管
理

事
業
古
梅
地
区
（
古
梅
ダ
ム

畑
地
か
ん
が
い
導
水
管
の
管

理
）、
美
女
地
区
（
本
郷
排

水
機
場
と
基
幹
排
水
路
の
管

理
）、
網
走
川
地
区
（
豊
住

排
水
機
場
と
用
排
水
路
の
管

理
）
の
10
地
区
と
な
り
ま
す
。

問
　
　
　

今
後
の
整
備
事
業

（
女
満
別
地
域
・
東

藻
琴
地
域
）
の
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
地
域
は
、
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の

更
新
を
行
う
水
利
施
設
等
保

全
高
度
化
事
業
、
女
満
別
南

部
２
地
区
を
令
和
６
年
度
着

手
で
計
画
。
湖
南
地
区
、
昭

和
地
区
を
整
備
す
る
湖
南
昭

和
２
地
区
を
令
和
８
年
着
手

で
申
請
中
。
豊
里
地
区
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

９
年
度
着
手
で
申
請
を
す
る

予
定
で
す
。

　
東
藻
琴
地
域
は
過
去
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
農

村
整
備
事
業
を
導
入
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
今

後
計
画
地
と
し
て
東
藻
琴
北

地
区
（
西
倉
、大
進
、明
生
）

を
令
和
７
年
度
事
業
着
手
で

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
藻
琴
中
地
区
（
千
草
、

上
東
旭
台
、
新
富
）
を
令
和

８
年
度
に
事
業
着
手
で
申
請

し
て
お
り
、
そ
し
て
、

東
藻
琴
南
地
区
（
末

広
、
福
富
、
山
園
）

を
令
和
９
年
度
着
手

で
申
請
し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
農
業
農
村
整

備
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認

識
及
び
考
え
方
で
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
国
営
、
道
営
、
団
体

営
の
各
事
業
に
よ
り

採
択
要
件
や
活
用
の
し
や
す

さ
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
の
採
択
基
準
は

大
変
厳
し
く
、
広
域
の
整
備

に
な
る
の
で
、
近
隣
市
、
町

と
の
連
携
協
議
も
必
要
と
な

り
、
規
模
の
大
き
な
総
合
整

備
事
業
及
び
用
排
水
路
整
備

事
業
、
国
営
造
成
施
設
の
更

新
な
ど
の
場
合
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
道
営
事
業
は
、
取
り
組
み

や
す
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

農
業
者
が
要
望
す
る
事
業
を

持
続
的
な
農
業
の
発
展
に
は
、
農
地
を
計
画
的
に

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

町
長
▼
客
土
や
暗
渠
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
・
整
備
し
な
が
ら
、

　
　
　
本
町
に
お
け
る
農
業
を
持
続
さ
せ
て
い
き
た
い

大空町の農業農村整備事業
について 道営事業は、網走５・美

幌３・小清水２・清里１・
斜里１の地区で行われて
いますが、大空町は10
地区で、とても充実して
います。

一 般 質 問

十
分
取
り
込
め
る
よ
う
小
さ

く
地
区
割
を
し
て
事
業
実
施

を
し
て
い
ま
す
。

　
団
体
営
事
業
は
、
採
択
ま

で
の
期
間
が
短
く
簡
易
な
計

画
で
申
請
し
、
許
可
が
下
り

れ
ば
事
業
実
施
が
可
能
と
な

り
ま
す
が
、
国
営
、
道
営
事

業
と
比
べ
地
元
負
担
額
が
高

い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　
大
空
町
の
対
応
方
針
と
し

て
、
国
営
や
道
営
事
業
の
上

位
事
業
で
対
応
で
き
な
い
場

合
、
ま
た
、
緊
急
性
を
要
す

る
場
合
、
維
持
管
理
の
整
備

な
ど
は
団
体
営
事
業
で
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
現
在
の
両
地
区
市
街

地
共
同
墓
地
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

住
民
課
参
事

　
　
　
女
満
別
共
同
墓
地
は

昭
和
地
区
、
女
満
別

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側

に
隣
接
し
た
場
所
に
位
置
し

区
画
は
全
部
で
１
，
２
９
４

区
画
。
そ
の
う
ち
１
，
０
６

９
区
画
が
使
用
中
、
１
９
７

区
画
が
返
還
済
、
未
使
用
の

区
画
が
28
区
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。
未
使
用
の
区
画
に
は

区
画
が
狭
い
、
傾
斜
地
で
あ

る
な
ど
建
設
不
可
能
な
区
画

も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
東
藻
琴
共
同
墓

地
は
、
西
倉
地
区
の
小
高
い

丘
に
位
置
し
て
お
り
、
全
部

で
９
３
９
区
画
。
そ
の
う
ち

７
１
６
区
画
が
使
用
中
、
46

区
画
が
返
還
済
、
未
使
用
の

区
画
が
１
７
７
区
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。
建
設
不
可
能
な

区
画
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　
使
用
許
可
の
申
請
は
、
過

去
５
年
間
で
両
地
区
合
わ
せ

て
４
件
で
す
。
女
満
別
共
同

墓
地
が
１
件
、
東
藻
琴
共
同

墓
地
で
３
件
で
す
。

　
墓
地
の
返
還
は
、
女
満
別

共
同
墓
地
で
過
去
５
年
間
に

47
件
、
こ
の
内
お
墓
終
い
が

目
的
の
返
還
が
46
件
、
う
ち

大
空
町
合
同
納
骨
塚
に
改
葬

納
骨
さ
れ
た
件
数
は
10
件
。

そ
の
他
お
寺
の
納
骨
堂
や
他

の
市
町
村
の
墓
地
等
へ
の
改

葬
で
す
。
東
藻
琴
共
同
墓
地

は
、
過
去
５
年
間
で
24
件
が

返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。
墓
終

い
目
的
の
返
還
が
23
件
、
そ

の
内
大
空
町
合
同
納
骨
塚
に

改
葬
納
骨
さ
れ
た
件
数
３
件
、

そ
の
他
お
寺
の
納
骨
堂
や
他

の
市
町
村
の
墓
地
等
へ
の
改

築
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
お
墓
終
い
が

増
加
傾
向
に
あ
る
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
墓
地
の
返
還

に
伴
う
改
葬
納
骨
に
つ
い
て

大
空
町
合
同
納
骨
塚
に
納
骨

さ
れ
た
件
数
は
併
せ
て
13
件
、

64
体
が
現
在
納
骨
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
無
縁
墓
地
の
存
在
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
共
同
墓
地
の

最
上
部
の
方
に
高
妙

寺
檀
信
徒
の
文
字
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和

56
年
に
秋
田
県
の
高
妙
寺
檀

徒
が
自
身
の
お
墓
を
建
立
す

る
に
あ
た
り
、
無
縁
墓
地
と

し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
要

望
が
あ
り
町
が
無
償
提
供
し
、

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
高
妙
寺

檀
徒
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
お
墓
の
所
有
及

び
管
理
は
高
妙
寺
で
す
。

　
東
藻
琴
共
同
墓
地
に
は
墓

地
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
８
年
11
月
に
供
養
の
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
ま
で
に
納
骨
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

問
　
　
　
合
同
納
骨
塚
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
女
満
別
共
同
墓
地
敷

地
内
に
１
，
０
０
０

体
の
納
骨
を
想
定
し
て
建
設

し
、
平
成
31
年
か
ら
供
用
開

始
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
焼
骨
埋
葬
が
４

件
、
町
内
墓
地
か
ら
の
改
葬

納
骨
が
13
件
の
他
、
町
外
か

ら
の
改
葬
納
骨
が
16
件
あ
り
、

合
計
33
件
、
納
骨
数
は
現
在

１
０
５
体
で
す
。

　
生
前
予
約
は
、
町
内
に
ご

縁
の
あ
る
方
で
65
歳
以
上
の

方
が
条
件
で
、
現
在
13
件
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
お
墓
を
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
大
変
な
方

へ
、
町
と
し
て
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
お
墓
の
管
理
は
個
人

が
行
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
行
政
が
入
っ
て
清

掃
を
し
た
り
、
管
理
を
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
遠
方
か
ら
墓
石
周
辺
の
草

刈
り
や
環
境
整
備
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な

場
合
は
、
就
労
セ

ン
タ
ー
や
民
間
清

掃
事
業
者
を
紹
介

す
る
な
ど
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
作
業
内

容
に
つ
い
て
は
、

町
が
承
知
し
て
な

く
、
そ
の
お
墓
の

管
理
を
さ
れ
る
ご

家
族
の
方
と
就
労

合
同
納
骨
塚
に
墓
誌
の
設
置
に
つ
い
て

町
長
▼
令
和
６
年
度
に
墓
誌
の
設
置
を
検
討

女満別・東藻琴地区市街共同墓地の
管理及び合同納骨塚について

お墓を守っていかなけれ
ばならないと考えていま
したが、現在の状況は難
しい様です。例えスタイ
ルが変わっても、先祖を
尊ぶ心だけは、失わずに
守っていきたいです。

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
清
掃
業
者

と
の
間
で
取
り
決
め
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
お
墓
か

ら
お
寺
の
納
骨
堂
、
さ
ら
に

は
本
町
の
合
同
納
骨
塚
に
改

葬
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

町
の
合
同
納
骨
塚
へ
の
改
葬

希
望
者
に
は
相
談
に
応
じ
て
、

電
話
、
郵
送
等
で
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
合
同
納
骨
塚
に
埋
葬

さ
れ
た
故
人
の
氏
名

を
有
料
で
提
示
で
き
る
墓
誌

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
令
和
６
年
度
に
墓
誌

を
設
置
す
る
こ
と
で
、

現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

後
ご

藤
とう

　 忍
しのぶ

 議員
👈　後藤議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（１時間 20 分 50 秒から）

大
おお

泉
いずみ

 知
とも

功
のり

 議員
👈　大泉議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（3 時間 0 分 0 秒から）

合同納骨塚 暗渠排水施工中の農地
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我が町政を問う

問
　
　
　
障
が
い
者
が
町
内
で

自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
が
な
く
、
町
外
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
が
、

事
業
所
設
置
と
、
障
が
い
者

自
立
支
援
に
向
け
る
現
状
と

対
応
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
で
は
、
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ち

あ
ふ
る
を
平
成
24
年
に
開
設
、

居
住
部
門
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
９
部
屋
、
短
期
入
所
が

２
部
屋
、
日
中
活
動
部
門
の

生
活
介
護
と
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
で
は
、
合
計
19
人
ま
で

受
け
入
れ
可
能
で
す
。
東
藻

琴
福
祉
会
に
相
談
支
援
業
務

を
委
託
し
、
町
内
の
障
害
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
、
利

用
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
の
方

に
は
、
移
動
面
で
の
負
担
を

承
知
の
中
で
町
外
の
事
業
所

を
選
択
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

親
元
を
離
れ
る
不
安
や
、
公

共
交
通
機
関
を
使
え
な
い
場

合
も
あ
り
、
町
内
に
事
業
所

が
あ
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
環

境
を
提
供
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
義
務
教
育
終
了
後
の
進
路

は
、
紋
別
な
ど
に
あ
る
高
等

養
護
学
校
の
場
合
、
保
護
者

の
方
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
、

卒
業
後
の
就
職
先
と
し
て
就

労
支
援
事
業
所
に
通
わ
れ
る

場
合
は
町
外
を
選
択
さ
れ
る

状
況
で
す
。
町
内
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
就
労
支
援
事
業

所
が
整
備
さ
れ
れ
ば
利
用
枠

が
拡
大
さ
れ
、
保
護
者
の
安

心
感
の
た
め
に
も
、
民
間
事

業
者
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
整
備
計
画
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
指
定
管
理

に
よ
る
居
住
、
就
労
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
運
営
し
て
お
り
、

こ
れ
を
民
間
事
業
者
と
連
携

し
な
が
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
特
別
支
援
学
級
在
籍

児
童
・
生
徒
の
支
援

に
つ
い
て
、
早
期
の
療
育
に

よ
り
発
達
を
支
援
す
る
訓
練

を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
本

町
に
は
児
童
発
達
支
援
事
業

所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
と

整
備
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
健
常
児
と
一
緒
に
過

ご
す
場
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
り
が
ち
な
実
態
も
あ
り
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い

か
。
特
別
支
援
学
級
在
籍
者

数
の
増
加
に
伴
い
人
生
の
過

ご
し
方
を
見
据
え
た
支
援
や
、

親
亡
き
後
の
子
ど
も
の
将
来

を
憂
慮
す
る
保
護
者
の
悩
み

に
も
支
援
が
必
要
で
す
が
、

保
護
者
は
ど
の
よ
う
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
考
え
方
、
対
応

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
児
童
発
達
支
援
事
業

所
の
利
用
状
況
は
、

網
走
市
に
12
名
、
美
幌
町
に

１
名
の
方
が
通
所
し
て
お
り
、

町
内
に
事
業
所
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
辺
自
治
体
で
も
利
用

が
必
要
な
児
童
が
増
加
し
、

必
要
な
利
用
回
数
が
確
保
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
児

童
発
達
支
援
事
業
所
に
つ
い

て
、
整
備
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

は
町
外
の
事
業
所
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
移
動
手
段
の

問
題
が
あ
り
、
利
用
に
繋
が

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
児
童
発
達
支
援
と
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ
ト

で
整
備
す
る
こ
と
で
、
効
率

的
に
運
営
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
民
間
事
業
者
が
自

助
努
力
で
運
営
で
き
る
こ
と

が
理
想
で
す
が
、
町
の
遊
休

施
設
を
貸
す
な
ど
の
支
援
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

教
育
長

　
　
　
特
別
支
援
学
級
在
籍

者
数
は
増
加
傾
向
で
、

今
年
度
女
満
別
小
学
校
20
名
、

東
藻
琴
小
学
校
９
名
。
女
満

別
中
学
校
17
名
、
東
藻
琴
中

学
校
６
名
、
合
計
52
名
在
籍

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
入
学

前
に
就
学
児
発
達
検
査
を
行

い
、
特
別
支
援
連
携
協
議
会

で
協
議
し
、
最
終
的
に
教
育

支
援
委
員
会
会
議
に
諮
っ
て

就
学
を
決
定
し
ま
す
。
乳
幼

児
期
か
ら
学
校
卒
業
後
ま
で

教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
、

自
立
す
る
ま
で
家
庭
や
地
域

で
の
生
活
を
含
め
活
用
し
て

い
ま
す
。
生
徒
の
可
能
性
を

町
内
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開
設
と
、
障
が
い
者
自
立
支
援
に
向
け
た
方
策
を

町
長
▼
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、

　
　
　
今
後
重
点
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大空町の障がい者福祉の現状と
特別支援学級の取組方針について

2024 年が始まりまし
た。年頭から能登半島地
震により被災されました
皆様にお見舞い申し上げ
ます。他人事ではなくい
つ起こるかわからない出
来事に気を付けて１年を
過ごしていきたいです。

一 般 質 問

伸
ば
す
教
育
や
、
保
護
者
に

寄
り
添
い
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
卒
業
後
は
、
教

育
関
係
者
、
家
庭
や
医
療
・

福
祉
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
各

段
階
で
引
き
継
ぎ
を
し
、
親

亡
き
後
の
将
来
の
必
要
性
を

十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
の
悩
み
へ
の
対
応

は
、
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、

相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
福

祉
の
窓
口
へ
繋
ぎ
、
教
育
と

福
祉
が
一
体
と
な
っ
て
自
立

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
　
　
民
間
事
業
者
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
行
政
の
考
え
方
は
ど
う
な

の
か
。

町
長

　
　
　
ち
あ
ふ
る
を
整
備
す

る
な
ど
、
東
藻
琴
福

祉
会
の
協
力
に
よ
り
障
が
い

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
き
た
中
で
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、

今
後
重
点
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
民
間
に
全
て
を

お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
事
業
拡
充
な
ど
の
方

策
も
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
湖
畔
キ
ャ
ン

プ
場
で
は
ご
み
の
受

入
を
中
止
し
、
女
満
別
・
東

藻
琴
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で

は
、
滞
在
し
て
い
る
旅
行
客

の
ご
み
の
受
け
入
れ
に
対
す

る
分
別
処
理
に
現
場
は
大
変

苦
労
し
て
い
る
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
ご
指
摘
の
通
り
、
女

満
別
湖
畔
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
蔓
延
予
防
対
策

と
し
て
、
ご
み
の
回
収
を
中

止
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ご
み
の
受
け
入
れ
を
中
止

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
道
の
駅

等
に
キ
ャ
ン
パ
ー
の
ご
み
が

持
ち
込
ま
れ
た
事
実
と
い
う

の
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公

社
と
も
協
議
を
し
、
次
年
度

に
向
け
て
の
対
策
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ご

み
箱
が
撤
去
さ
れ
、

現
在
も
ご
み
箱
を
設
置
し
て

い
な
い
施
設
や
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
が
大
半
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
で
大
空
町
・
旅
行

・
ご
み
と
検
索
し
ま
す
と
、

女
満
別
の
道
の
駅
も
し
く
は

東
藻
琴
の
道
の
駅
で
は
ご
み

を
捨
て
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
情
報
が
出
て
き
ま
す
。

旅
行
者
は
こ
う
い
っ
た
情
報

を
も
と
に
点
々
と
移
動
し
て

い
る
現
状
と
し
て
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
観
光
客
の
受

け
入
れ
を
考
え
た
と
き
に
、

町
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
本
町
の
道
の
駅
は
ご

み
箱
設
置
し
て
い
る

数
少
な
い
道
の
駅
と
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
話
題
と
な
り
、
ご

み
が
捨
て
ら
れ
る
道
の
駅
と

い
う
投
稿
が
多
く
通
過
す
る

旅
行
者
が
持
ち
寄
り
大
量
の

ご
み
を
捨
て
て
行
く
、
ま
た

近
隣
市
町
や
長
期
宿
泊
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
た
生
活
ご
み

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
性
と
い
う
も
の
を

し
っ
か
り
考
え
て
行
く
た
め

に
は
も
う
少
し
議
論
を
深
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
全
体
と
し
て
ご

み
の
受
け
入
れ
を
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

大
空
町
は
決
し
て
ご
み
を
捨

て
る
場
所
で
は
な
い
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
し
、
受
け
入

れ
た
場
合
に
そ
れ
を
き
ち
ん

と
大
空
町
の
分
別
に
あ
わ
せ

て
、
事
業
者
が
分
別
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
一
概
に
町

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
ご
み
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
た
だ
ご
み
を
回
収
す

る
だ
け
で
は
な
く
そ

れ
を
収
益
化
出
来
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
町
の
財

源
と
し
て
担
っ
て
い
く
よ
う

な
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。 　

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路

が
網
走
へ
延
伸
さ
れ
ま
す
。

町
の
外
周
を
通
る
案
と
な
っ

た
場
合
、
今
ま
で
あ
っ
た
関

係
人
口
も
大
空
町
へ
の
流
入

が
減
る
可
能
性
も
あ
り
、
対

策
と
し
て
町
に
寄
っ
て
も
ら

う
き
っ
か
け
に
な
る
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

色
々
な
観
点
で
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
今
後
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
高
規
格
幹
線
道
路
の

延
伸
の
関
係
で
町
に

寄
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ご
み

を
回
収
と
い
う
考
え
方
は
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
私

は
そ
う
い
っ
た
考
え
方
は
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
と
し
て

様
々
な
魅
力
を
展
開
し
て
町

に
寄
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
事
業
化
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
つ

き
ま
せ
ん
。
た
だ
、

も
し
集
め
て
い
た

だ
け
る
事
業
者
の

方
が
少
し
で
も
利

益
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
も
検

討
す
る
余
地
は
あ

る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

観
光
客
の
受
入
と
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て

町
長
▼
慎
重
に
議
論
を
深
め
検
討
し
て
い
く

観光と環境の両立について
2024年は年男です。
この大空を飛んでのぼる
辰のように飛躍する一年
にしたいと思います。 福

ふく
田
だ

 淳
じゅん

一
いち

 議員
👈　福田議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（3 時間 16 分 8 秒から）

川
かわ

村
むら

　 淳
じゅん

 議員
👈　川村議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（4 時間 58 分 30 秒から）
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我が町政を問う

住民自治を支える施策の
充実について まちづくりには、地域に

おける安心、安全を支え
る自助・共助・公助それ
ぞれの調整が必要との観
点から質問しました。

一 般 質 問

鈴
すず

木
き

 秀
ひで

之
ゆき

 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（3 時間 52 分 53 秒から）

問
　
　
　
大
空
町
地
域
振
興
施

設
は
、
緊
急
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
施
設

運
営
し
て
い
る
指
定
管
理
者

は
、
施
設
内
の
清
涼
飲
料
水

自
動
販
売
機
設
置
者
と
協
定

を
結
び
、
災
害
時
に
は
、
自

動
販
売
機
内
飲
料
の
無
償
提

供
が
で
き
る
備
え
を
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
や
住
民
の
期

待
に
即
し
た
災
害
時
対
応
機

能
の
充
実
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

町
長

　
　
　
地
域
振
興
施
設
は
、

平
成
29
年
４
月
に

「
道
の
駅
ノ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド

ひ
が
し
も
こ
と
」
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
機
能

と
し
て
は
、
24
時
間
無
料
で

利
用
で
き
る
駐
車
場
、
ト
イ

レ
、
休
憩
機
能
や
道
路
状
況
、

地
域
観
光
情
報
等
の
情
報
発

信
機
能
に
よ
り
道
路
利
用
者

の
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
用
防
災
用
備
品
、

災
害
対
策
用
資
機
材
の
備
蓄

は
、
過
去
の
防
災
対
応
に
基

づ
い
た
備
蓄
と
し
、
毛
布
類
、

情
報
収
集
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
、

ス
マ
ホ
の
充
電
や
施
設
の
食

材
を
確
保
す
る
冷
蔵
庫
の
使

用
、
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
の
冷

暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
を
可

能
と
す
る
非
常
用
発
電
機
を

備
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
施
設
に
は
防
災
備
品
、

資
機
材
等
保
管
す
る
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
か
ら
、

状
況
に
応
じ
て
総
合
支
所
庁

舎
か
ら
布
団
類
、
灯
油
ス
ト

ー
ブ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
コ
ン
ロ
、

発
電
機
、
投
光
器
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
等
を
持
っ
て
行
く

対
応
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
・
北
海
道
コ
カ

・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式

会
社
・
北
海
道
開
発
局
の
三

者
が
、
災
害
対
応
に
関
す
る

協
定
を
結
び
、
大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
は
、
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
技
術
を
活
用
し
、

自
動
販
売
機
に
登
載
さ
れ
た

電
光
掲
示
板
に
災
害
情
報
を

流
す
「
道
ネ
ッ
ト
」
の
運
用

や
自
動
販
売
機
内
飲
料
水
の

無
償
提
供
等
の
備
え
を
し
て

い
ま
す
。

大空町地域振興施設（道の駅ノンキーランドひがしもこと）
の機能充実策について

地域の安心、安全を支える施設としての防災機能の一層の充実を
町長▶防災機能の充実と魅力ある施設づくりの検討に向け情報収集
　　　に努める

問
　
　
　
施
設
全
体
の
電
源
の

確
保
は
、
道
の
駅
の

機
能
充
実
策
と
し
て
優
先
事

項
と
思
い
ま
す
。
太
陽
光
発

電
等
を
活
用
し
た
自
家
発
電

能
力
の
付
加
は
、
施
設
運
営

の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
魅
力
あ
る

施
設
づ
く
り
と
し
て
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
道
の
駅
は
、
今
後
ま

す
ま
す
防
災
拠
点
と

し
て
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
、

防
災
施
設
の
機
能
強
化
を
図

る
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
電
源
確
保
と
い
う
の

が
必
要
不
可
欠
で
、
自
家
発

電
シ
ス
テ
ム
で
蓄
電
が
で
き

る
こ
と
で
停
電
が
起
き
て
い

る
最
中
で
も
普
段
と
同
じ
生

活
が
出
来
る
、
ま
た
平
常
時

に
お
い
て
電
力
会
社
か
ら
購

入
す
る
電
力
量
を
減
ら
す
こ

と
で
節
電
効
果
に
も
期
待
で

き
ま
す
。

　
公
設
民
営
施
設
と
し
て
、

施
設
管
理
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
施
設
運
営
に
も
プ
ラ
ス

要
因
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
蓄
電
シ

ス
テ
ム
に
は
、
ま
だ
ま
だ
莫

大
な
整
備
費
用
が
必
要
で
す
。

　
今
後
、
道
の
駅
が
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て

利
用
者
や
地
域
の
安
心
安
全

を
支
え
る
防
災
機
能
充
実
策

に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
か
ら

出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
整
備

に
係
る
交
付
金
や
補
助
事
業

活
用
を
調
査
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
道
の
駅
の
24
時
間
ト

イ
レ
は
、
断
水
時
の

水
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で

す
。
水
洗
ト
イ
レ
等
の
水
の

供
給
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

近
く
に
給
水
場
が
あ
れ
ば
、

機
能
を
果
た
せ
る
と
思
い
ま

す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
と
こ

ろ
に
災
害
時
の
給
水
場
を
設

置
す
る
観
点
か
ら
も
給
水
場

所
を
地
域
振
興
施
設
周
辺
へ

の
開
設
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

町
長

　
　
　
道
の
駅
の
ト
イ
レ
は

水
洗
で
す
か
ら
、
水

が
な
く
て
は
使
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
建
物
の
上
部
に
給
水
タ

ン
ク
を
設
置
出
来
れ
ば
い
い

が
、
構
造
上
そ
れ
が
可
能
か

調
査
し
検
討
し
ま
す
。

　
断
水
時
の
給
水
場
を
道
の

駅
に
開
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
タ
ン
ク
車
が
置
い
て

あ
れ
ば
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど

に
使
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
国
道
、
道
道
通

過
車
両
と
給
水
利
用
者
車
両

の
集
中
に
伴
う
渋
滞
等
に
よ

る
二
次
被
害
発
生
の
危
惧
が

あ
る
の
で
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
停
電
時
の
24
時
間
ト

イ
レ
の
対
応
と
し
て
、

道
の
駅
に
投
光
器
や
発
電
機

等
必
要
最
低
限
の
防
災
用
品

を
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
は
。

町
長

　
　
　
道
の
駅
敷
地
内
に
防

災
用
品
倉
庫
を
置
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
設
置
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
等
指
定
管
理

者
と
も
協
議
し
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
自
治
会
活
動
は
、
住

民
自
治
の
基
本
で
す
。

　
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

地
方
公
共
団
体
の
活
動
を
人

材
面
と
資
金
面
で
支
援
す
る

総
務
省
が
推
進
し
て
い
る

「
集
落
支
援
員
制
度
」
の
活

用
を
し
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
住
民
自
治
を

支
え
る
施
策
充
実
の
た
め
に

活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
制
度
本
来
の
目
的
で

あ
る
地
域
の
点
検
は

も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
制
度
で
は
あ
り
ま
す
。
活

用
や
採
用
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
道
内
に
お
い
て

も
先
進
的
に
集
落
支
援
員
制

度
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
各
事
例
を
参
考
に

検
討
し
ま
す
。

住
民
の
共
助
活
動
、
住
民
の
自
治
活
動
を

支
え
る
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を

町
長
▼
住
民
自
治
を
大
切
に
し
、
自
助
、
共
助
、
公
助
で

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

問
　
　
　
地
域
の
自
主
防
災
組

織
の
支
援
充
実
と
防

災
活
動
を
地
域
に
出
向
い
て

助
言
指
導
す
る
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
共
助
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
の
充
実
が
必
要

と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
平
成
28
年
３
月
、
大

空
町
自
主
防
災
組
織

活
動
補
助
金
交
付
要
綱
を
制

定
し
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に

関
す
る
支
援
や
防
災
資
機
材

の
整
備
、
防
災
知
識
の
普
及

等
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
現
在
大
空
町
に
は
四
つ

の
自
主
防
災
組
織
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
活
動
は
、
組
織

を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
日
常
の
生
活
の
中
に

防
災
意
識
が
溶
け
込
み
日
々

の
暮
ら
し
と
共
に
あ
る
防
災

を
目
指
し
、
出
前
講
座
や
個

別
相
談
等
を
進
め
ま
す
。

問
　
　
　
自
治
会
へ
の
働
き
か

け
に
つ
い
て
は
、
防

災
用
品
の
配
備
希
望
や
防
災

研
修
会
開
催
の
意
向
を
聞
く

な
ど
段
階
的
に
共
助
活
動
を

支
援
し
て
は
ど
う
か
。

地町
長
　
　
地
域
担
当
職
員
制
度

も
活
用
し
な
が
ら
展

開
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
防
災
士
や
北
海
道
地

域
防
災
マ
ス
タ
ー
等
、

災
害
時
の
避
難
生
活
を
支
援

す
る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
と
研
修

機
会
の
確
保
が
必
要
と
思
う

が
。

町
長

　
　
　
今
後
の
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、
防
災
士

や
防
災
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を

持
っ
た
方
に
も
参
加
・
協
力

を
呼
び
か
け
、
資
格
を
持
っ

て
い
る
方
々
の
技
能
向
上
に

も
つ
な
が
る
よ
う
に
進
め
ま

す
。

集落支援員制度
一口
　メモ

　地域力の創造、地方の再生を目的として、平成20年度にスタートした制度。地
域の実情に詳しく、集落対策の推進に関しノウハウを有した人材を自治体が委嘱し、
地域への目配りとして巡回や状況を把握する役割を担うもの。
　地域おこし協力隊同様、人件費に対して国の特別交付税財源措置がある。

「生命を救う 119 番」自治会への出前講座の様子東藻琴総合支所に保管している防災備品

災害情報を流す自動販売機

1011 大空町議会だより　第71号（令和６年２月）大空町議会だより　第71号（令和６年２月）



我が町政を問う

大空町女満別研修会館
建設計画について 辰年の始めから大きな災

害や事故が続きました。
これから１年は皆さんと
共に飛躍の年にしましょ
う !

一 般 質 問

岩
いわ

原
はら

　 繁
しげる

 議員
👈　岩原議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（5 時間 30 分 13 秒から）

問
　
　
　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
、

大
空
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
て

い
る
が
、
大
空
町
に
お
け
る

目
標
達
成
の
数
値
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
第
４
期
大
空
町
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計

画
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
２

０
３
０
年
度
ま
で
の
７
年
間

の
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し

た
も
の
で
す
。

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

の
目
標
値
は
令
和
３
年
度
に

見
直
さ
れ
た
、
国
の
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
及
び
第
５
期

道
の
事
務
事
業
に
関
す
る
実

行
計
画
に
沿
う
様
基
準
年
度

を
２
０
１
３
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
、

６
，
８
０
６
ト
ン
を
目
標
年

度
２
０
３
０
年
に
は
３
，
４

０
４
ト
ン
と
50
％
削
減
す
る

よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り

組
み
は
、
町
民
や
事
業
者
の

協
力
が
な
け
れ
ば
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
後
大
空
町
と
し
て
何
が

出
来
る
の
か
検
討
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
目
標
達
成
の

数
値
を
適
宜
見
直
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
公
共
施
設
の
電
気
料

を
改
善
す
る
に
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
活
用
し
、

電
気
料
を
減
ら
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
足
り
な
い
場
合
、

学
校
施
設
の
屋
上
に
設
置
す

れ
ば
、
さ
ら
に
加
速
が
進
む

と
思
う
が
。

町
長

　
　
　
公
共
施
設
へ
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く

重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
中

で
学
校
は
指
定
避
難
場
と
な

っ
て
お
り
、
屋
上
も
有
効
に

活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
事
務
事
業
編
、
区
域
施
策

編
を
作
っ
て
い
く
中
で
、
も

っ
と
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
果
が

出
た
ら
、
改
め
て
支
援
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　問

　
　
　
実
行
計
画
は
、
地
方

公
共
団
体
の
事
務
事

業
に
限
定
し
て
い
る
が
、
町

民
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

脱炭素社会への取り組みについて
地球温暖化は地域住民と一緒に取り組むべき
町長▶環境にやさしい大空町をＰＲできるよう進める

町
長

　
　
　
地
方
公
共
団
体
実
行

計
画
区
域
施
策
編
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
即

し
て
、
区
域
の
自
然
的
社
会

的
条
件
に
応
じ
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
削
減
等
を
推

進
す
る
た
め
の
総
合
的
な
計

画
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
、
公
共
交
通
機

関
利
用
者
の
利
便
性
向
上
、

緑
化
推
進
、
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
の
循
環
型
社
会
の
形
成

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た

事
業
実
施
に
お
い
て
効
率
化

が
求
め
ら
れ
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
た
め
確
保

で
き
る
資
源
量
が
不
十
分
な

も
の
も
活
用
方
法
の
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
達
成

す
る
た
め
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
町
民
事
業
者
の
取
組

が
不
可
欠
で
す
。
事
務
事
業

編
に
続
き
、
国
の
補
助
金
な

ど
を
活
用
し
、
令
和
６
年
度

に
区
域
施
策
編
を
、
あ
わ
せ

て
地
域
再
エ
ネ
導
入
目
標
設

定
を
す
る
中
で
、
町
民
や
企

業
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

問
　
　
　
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
補
助
創
設
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
役
場
庁
舎
及
び
周
辺

の
公
共
施
設
等
は
温

泉
熱
の
活
用
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
か
ら
平
成
27
年

度
の
８
年
間
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
費
補
助

金
制
度
を
創
設
し
、
町
民
へ

の
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
に
は

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

等
購
入
推
進
事
業
補
助
金
制

度
を
創
設
、
令
和
４
年
度
に

は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

な
ど
を
補
助
対
象
に
追
加
し
、

家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
推
進

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
実
行
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
導
入
等
の
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問
　
　
　
役
場
庁
舎
等
以
外
の

他
の
施
設
で
は
灯
油

や
重
油
に
依
存
し
て
お
り
、

将
来
に
向
け
公
共
施
設
の
熱

源
を
ど
う
す
る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
暖

房
や
ボ
イ
ラ
ー
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
は
、
将
来

的
に
は
考
え
る
べ
き
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
と
し
て
の
地
球
温

暖
化
防
止
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

を
実
現
で
き
る
よ
う
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
大
空
町
は
ク
リ
ー
ン

シ
テ
ィ
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
、
計
画
を
作

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
環
境
に
優
し
い
大
空

町
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
研
修
会
館
を

新
し
く
建
て
替
え
る

べ
く
、
協
議
会
に
お
け
る
協

議
の
進
捗
状
況
や
建
設
予
定

年
度
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
基
本
構
想
の
策
定
に

当
た
り
、
役
場
職
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
構
成
し
、
大
空
町
の
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら

素
案
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
町
民
で
組
織
し

た
基
本
構
想
策
定
委
員
会
で

は
、
町
民
の
立
場
で
内
容
を

審
議
し
、
議
論
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
民
の
皆
様
に

広
く
意
見
を
出
し
て
も
ら
う

た
め
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
や
町

民
説
明
会
で
周
知
を
図
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
な
が
ら

意
見
を
集
約
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
新
し
い
施
設
の
供
用
開
始

年
度
に
つ
い
て
は
、
設
計
や

建
設
工
事
の
過
程
を
踏
ん
だ

上
で
、
令
和
９
年
度
以
降
に

な
る
予
定
と
考
え
ま
す
。

問
　
　
　
教
育
文
化
会
館
の
補

完
的
な
施
設
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
、
人
が
自
然

と
集
ま
る
交
流
拠
点
施
設
と

し
て
複
合
施
設
と
し
て
整
備

し
相
乗
効
果
を
高
め
る
と
い

う
素
案
を
固
め
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や
、

基
本
構
想
策
定
委
員
会
で
出

さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

新
た
な
施
設
の
素
案
と
戦
略

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
様
か
ら
も
広
く
意

見
を
集
約
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
郷
土
資
料
室
に
つ
い

て
、
意
見
を
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
郷
土
資
料
室
は
、
学

校
で
の
社
会
科
の
と

て
も
重
要
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
研
修
会
館
を
視
察
し

て
、
今
後
５
年
維
持

で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
一
時
休
館
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
１
年
、
１

年
半
で
も
早
く
建
設
が
で
き

る
方
向
で
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
今
の
研
修
会
館
の
場

所
に
建
設
す
る
場
合
、

先
に
解
体
と
な
り
ま
す
の
で
、

設
置
場
所
が
決
ま
り
次
第
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
新
し
く
新
築
さ
れ
る

間
、
類
似
施
設
等
へ

の
一
部
移
動
も
考
え
る
べ
き

だ
と
思
う
が
、
旧
女
満
別
高

校
の
校
舎
等
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
社
会
教
育
施
設
や
ま

ち
の
公
共
施
設
、
必

要
に
応
じ
て
学
校
開
放
事
業

の
中
で
、
代
替
施
設
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
旧
女
満
別
高
校
校
舎

の
利
活
用
の
際
の
移

動
手
段
と
し
て
、
利
用
者
へ

の
バ
ス
の
運
行
の
手
配
が
可

能
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
大
空
高
校
校
舎
も
代

替
施
設
の
一
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
研
修
会
館
を
定

期
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方

は
比
較
的
高
齢
の
方
が
多
い

こ
と
か
ら
、
市
街
地
の
中
で

調
整
で
き
る
よ
う
配
慮
を
行

う
た
め
、
現
時
点
で
バ
ス
を

運
行
す
る
想
定
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

町
長

　
　
　
研
修
会
館
の
よ
う
に
、

不
特
定
多
数
の
方
が

利
用
さ
れ
る
公
共
施
設
を
整

備
す
る
の
は
、
久
方
ぶ
り
で

す
。
し
っ
か
り
町
民
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
利
用
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

中
で
、
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
有
の
場
所
で
壊

し
て
建
て
る
方
式
も
あ
り
、

敷
地
全
体
を
研
修
会
館
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
土

地
と
と
ら
え
て
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
貴
重
な
意
見
を
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女満別研修会館　郷土資料室

研
修
会
館
は
、
文
化
活
動
の
拠
点
施
設
、

ま
た
は
市
街
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

教
育
長
▼
人
が
自
然
と
集
ま
る
交
流
拠
点
施
設
を
目
指
す
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令和５年10月３日から10月５日

～一般質問検討会議、議会改革、
コミュニティ・スクール議会、

廃棄物処理組合など先進的取り組みを視察～

委員長　上地　史隆
うえ ち ふみたか

委員長　後藤　忍
ご とう しのぶ

議会運営委員会行政視察報告
令和５年11月19日から22日

～てん菜の多用途利用の研究、
クリーンセンター、小学校、芝桜公園、
リサイクル工場など先進的取り組みを視察～

産業建設文教常任委員会行政視察報告

一般質問検討会議、議会広報・広聴活動等の取組み（別海町議会）
　別海町議会では、一般質問の登壇議員数不足が続いていたことから、
議会サポーター制度を導入し、法政大学教授や議会技術研究会共同代表
などの識者を交え、一般質問と委員会調査についての研修を重ね、議員
個々の政策反映の狙いを参加した全議員で共有し、質問内容について相
互に助言を重ねていく一般質問検討会議を行っています。
　広報活動についても、カラーの使い方、印刷の技術、字体、記事の配
置なども工夫し誰でも読める、読みやすい議会だよりを目指しています。

議会改革（議員報酬の見直し）の取組み（浜中町議会）
　平成31年に執行された浜中町議会議員選挙において、無投票、更に
は欠員２名が生じたことから、議員定数等調査特別委員会を設置し、議
員定数を12名から２名削減し、議員報酬を引き上げることとしました。
　令和５年４月の選挙では、定数10人に対し、11人の立候補があり、
８年ぶりの選挙となりました。30代、40代の若い世代や女性２名の当
選もあり、議会改革に一定程度の成果があったと思われます。

コミュニティ・スクール議会の取組み（占冠村議会）
　占冠村議会では、未来を担う中学生に議会での経験を積んでもらうこ
とにより、子供の目線で議員の気が付かないことの掘り起こしや、将来
のなり手の確保のために、平成30年にコミュニティ・スクール議会を
取り入れました。生徒がそれぞれ議長、議員、事務局の役割を務め、議
員は説明員として一般質問に回答しています。この取り組みにより実際
に事業に反映されたものもあり、住民からも高い関心と理解を得ること
が出来ています。

道央廃棄物処理組合の運営、新規建設施設の概要（道央廃棄物処理組合）
　道央廃棄物処理組合は、千歳市、北広島市、南幌町、由仁町、長沼町、栗山町の２
市４町が広域的に連携しごみ処理に取り組むことで、より効率的かつ安定的な処理に
よる広域的な環境負荷の低減やごみ処理コストの縮減が可能と判断し、令和６年４月
稼働予定の焼却処理施設の建設に着手しています。

議会改革の基点～開かれた議会を築く～（北海道町村議会議長会）
　講師の瀬籏了三北海道町村議会議長会参与より、議会改革の基点～開かれた議会を築
く～をテーマに、全道町村の統一地方選挙の結果、地方議会の当面する課題、問われる
議会の役割、揺れる議員の身分、議員報酬、議会改革の取り組み、大空町議会の現状と
これからの課題等についてご講演をいただきました。

ビート糖密を原料とした航空機燃料を含む多用途利用への挑戦（日本甜菜製糖㈱）
　日本甜菜製糖（株）では、てん菜のCO2高吸収作物という側面に注目し、
吸収したCO2を新たな物質生産に利用することで、てん菜の耕作面積の維
持向上と地球温暖化対策に貢献することを目指しています。てん菜の糖蜜
を活用したバイオ燃料(SAF)の研究や食物繊維を活用したバイオプラス
チックの開発にも参画しています。今後、大空町の農業において輪作体系
を保持し、持続的に農業を発展させるために「てん菜製糖」から「てん菜
産業」へと発展を遂げている動向を確認できました。

クリーンセンター多摩川及び多摩川衛生組合の運営（東京都稲城市）
　クリーンセンター多摩川では、徹底した環境保全対策、余熱有効利用
の推進及び高度な自動化システムの採用等により、安全で安定的な廃棄
物処理事業を展開しています。ごみの焼却時に発生する熱を利用してボ
イラーで蒸気を発生させ、蒸気タービン発電機により発電を行い照明や
動力源に使うほか、余剰電力については電気事業者へ売電をしています。
　また、発生する蒸気の熱を利用して給湯や冷暖房を行うほか、稲城市
立病院とオーエンス健康プラザには高温水を供給して施設内の冷暖房や、
温水プールの熱源として利用するなど、ごみの焼却によるサーマルリサ
イクルと環境負荷の低減に努めています。

笠原小学校の特徴ある学校づくり・全国学力テストの取組み（埼玉県宮代町）
　笠原小学校の校舎は、切妻型瓦ふきの２階建農村住宅をモチーフと
し、「学校はまち」「教室はすまい」「学校は思い出」のコンセプトで造
られた赤い外壁と瓦屋根のユニークな学校で、子供達は基本的に裸足
で過ごしています。
　宮代町の全国学力テストの状況は、全国・埼玉県の平均より高く推
移していますが、効果的な取り組みとして、年３回「宮代町学力向上
検討委員会」が開催され、各校の学力向上のための取り組みを紹介し
合い指導に生かしています。

富士本栖湖リゾート（芝桜公園）の取組み（山梨県富士河口湖町）
　富士本栖湖リゾートは、テレビ放送でたびたび芝桜の開花状況が放送され
ています。自家用車で都心から約２時間半で到着でき、富士芝桜まつり開催
期間中は、新宿駅、品川駅、横浜駅等から会場行きの直通高速バスも運行し
ているため、テレビ放送は、集客に絶大な効果をあげています。
　「幸せの黄色い扉」「ピンクの海を旅する小舟」「ミニ芝桜富士と富士山の
ダブル富士」など、インパクト抜群の撮影ポイントが用意され、SNSの投稿
も来場者の効果に結びついていると考えられます。

ペットボトルリサイクル工場 ㈱JEPLAN（神奈川県川崎市）
　㈱JEPLAN（ジェプラン）では、独自のケミカルリサイクル技術により、
2008年の設立から国内におけるボトルtoボトルという循環の一役を担い、役
割を終えたモノがゴミにならず、資源として循環する社会を目指しています。
　不要な衣類を回収し「服から服をつくる」サーキュラーエコノミーを社会
に実装するブランド「BRING（ブリング）」の運営や、自治体や企業と連携
をしてペットボトルを何度でも繰り返しリサイクルを実現する資源循環の事
業に取り組んでいます。

「行政視察調査を終えての所感」　※視察先のホームページはQRコードで確認できます。
　現在そして今後の大空町において必要と考えられる５カ所を視察させて頂き、訪問先では活発な質疑が行われました。
　現地で先進的な取り組みを体感できたことに感謝し、将来の町づくりに議会側として生かしていきたいと考えます。

「行政視察調査を終えての所感」
　視察先の議会は地域住民に関心を持ってもらうように創意工夫をされていました。私たちの議会でも、議会サポーター制度
やこども議会、一般質問の質の向上のための検討会議など、地域住民に関心をもっていただける取り組みが必要だと感じました。

コミュニティ・スクール議会の様子（占冠村議会提供）

HPはこちら
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Voice声町民の

議　
　
長　
原
本
哲
己（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
鈴
木
秀
之

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
森
賀
祐
司

委　
　
員　
福
田
淳
一

委　
　
員　
大
泉
知
功

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
と
も
ぐ
い
」
と
い
う
小
説

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
別
海
町
出
身
の

河
崎
秋
子
さ
ん
が
直
木
賞
を
受
賞
さ
れ
た

作
品
で
す
。
物
語
は
、
冬
山
で
主
人
公
の

熊
爪
が
鹿
狩
り
を
す
る
場
面
か
ら
始
ま
り
、

狩
猟
の
臨
場
感
や
、
過
酷
な
環
境
で
生
き

る
人
間
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
住
民
の
方
の
目
線
に
立

ち
な
が
ら
編
集
が
出
来
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
上
地
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　私は農業をやるのが夢でした。介護職を12年勤め、
自分で施設を創りたいと夢みたこともありました。
農業の道に進む事を決め、動き出した時には色々な
壁があり、農業をやる前に諦めました。本当に悔し
かったです。
　それでも諦めの悪い私は、酪農ヘルパーで開業を
しました。自分で道を切り拓いた人は背中を押して
くれます。自分でやったことのない人は、その夢を
笑って「無理だ」「大変だ」と言います。そんな人の
話を聞くだけで、夢って叶えられない時もあるので
すよ。人間ってそんなに強くないのですよ。
　私は、その人の思いが夢だと思っています。子供
を育てること、何かをやり続ける、オリンピックに出

る、夢や思いは人によって違うけど、どんな夢も大
変なのですよ。だから、人の夢や思いを笑わないで
欲しいと思います。
　今の夢はもっと縛りのない働く環境をつくる。
　そこで、やったのがキッチンカーです。
　子どもがみられる環境や職場環境など、働く環境
に不自由さを感じ、子育て世帯がもっと自由に働け
る環境をつくるのが夢です。
　あとは障がいをもった子の家族が働ける環境をつ
くるのが、最後の夢なのかなと思っています。
　こんな人間が大空町にも1人いるのだと思って頂け
ればなと思います。

早
はや

　川
かわ

　真
まさ

　紀
のり

 さん
ONEサポート（酪農ヘルパー）代表取締役

ONEきち（キッチンカー）代表取締役

なつかしの校舎

　朝日小学校は、大正３年「女満別教育所所属南藻琴特別教授所」
として児童数18名で開校。網走湖を眼下に望む朝日地区は、当時南
藻琴原野と呼ばれていました。大正２年から福島、秋田、岐阜、山
口県からの団体入植が始まると直ちに学校建設に取り掛かり、地域
の方々の寄付や労力奉仕により間口３間、奥行５間の草葺きの校舎
が完成しました。
　教師は、子弟教育に熱意をもっていた田村俊次郎氏が無償で担当
しました。しかし、田村先生は、大正５年３月24日卒業証書を網走
支庁に受け取りに出向き、その帰途、吹雪に遭遇し殉職されました。
この崇高な精神をたたえ後世に伝えるため校庭の一角には石碑が建
立されています。　
　田村先生殉職後は、娘の田村ノブ子氏が教師となり教育活動が継
続されました。大正６年に南藻琴尋常小学校、昭和11年に町内の字
名改正で朝日尋常小学校と改称、昭和22年朝日小学校になりました。
　児童数が100名を超す時期もありましたが、農家戸数の減少等に
より児童数が減少し、昭和42年に女満別小学校へ統合になりました。
卒業児童数は、557名でした。　　　　　  （参考文献：女満別町史）

女満別　朝日小学校女満別　朝日小学校

私の夢

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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編集／議会広報常任委員会
印刷／株式会社須田製版

住所／〒099-2392　北海道網走郡大空町女満別西3条4丁目1番1号
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「有料広告」を
募集しています！

　「有料広告」として、民間事業者の広告を募集してい
ます。議会だよりは年４回、町内全世帯に配付してい
ます。
　広告料は、大空町内に本店・支店・営業所などを持
つ企業、個人、団体は１回 3,000 円、それ以外の（町外）
企業、個人、団体は 1回 5,000 円となっています。
　お店や施設、産地直売、団体等の会員募集、趣味の
展示など、「有料広告」の掲載希望がありましたら、議
会事務局までご連絡をお願いします。

問い合わせ先
大空町議会事務局　℡0152-74-2111（内線 266）

※このスペースに有料広告を掲載できます。
　

令
和
５
年
11
月
30
日
発
行
お
お
ぞ
ら
議
会
だ
よ
り
70
号

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
記
事
に
つ
き
ま
し
て
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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